
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 6 月 何北中学校 

子どものうちから、健全な食生活を送ることは、生涯にわたって健やかな心と

体を培い、豊かな人間性を育む基礎となります。 

「早寝・早起き・朝ごはん」は、毎日の生活リズムを確立し、健康に過ごすた

めにとても大切な生活習慣です。 

今や世界で活躍するトップアスリートたちは、練習と並び「食事」をとても大切にしています。「食事」

は、ただ単純に食欲を満たすだけのものではありません。なりたい自分に近づき、最

高のパフォーマンスを発揮するためには欠かせない土台であり、「根っこ」なのです。 

私たちの健康な心と体をつくる大事なこの「食事」について、 

今一度、見直してみませんか。 



 

 

学校における食育は、教育活動全体を通して、食に関わる資質・能力を育むことを目指しています。この「資質・

能力」は、教科などの学習と同じように「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」

という 3つの要素で考えられています。 


